
詳
細
は
本
誌
次
号
掲
載
拙
稿
「
ラ
イ
デ
ソ
民
俗
博
物
館
所
蔵
、
桂
川

甫
賢
『
人
面
瘡
図
説
』
に
つ
い
て
」
参
照
。

２
〔
胃
１
お
湯
〕
国
の
昌
鴨
画
騨
目
①
鼻
⑦
昌
旨
鴨
目
冒
○
胃
昌
烏
国
○
員
侭
田
胃
Ｐ

〔
ざ
日
夛
烏
弓
○
戸
》
昌
昌

蜜
蜂
に
関
す
る
若
干
の
記
述
最
上
徳
内

最
上
徳
内
の
本
作
品
は
従
来
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
も

の
。
写
真
を
添
え
て
、
拙
稿
「
最
上
徳
内
作
『
蜜
蜂
に
関
す
る
若
干
の
記

述
』
に
つ
い
て
」
を
用
意
し
て
い
る
。

３
窃
囹
ｚ
ｏ
．
ｇ
〕

丁
卯
萬
國
普
通
暦

慶
応
二
年
丙
寅
十
月

司
天
官
渋
川
敬
典
謹
考

こ
れ
は
慶
応
三
年
分
の
暦
で
あ
る
が
、
加
う
る
に
蘭
文
で
シ
言
四
口
鼻

旨
胃
こ
い
胃
勗
急
即
ち
慶
応
二
分
年
の
暦
が
ｚ
・
”
．
シ
愚
渥
な
る
人
物

に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
因
に
『
國
書
總
目
録
』
に
よ
る
限
り
、
渋

川
敬
典
の
編
に
な
る
萬
国
普
通
暦
は
安
政
四
・
五
・
六
・
万
延
元
の
各
年

度
分
し
か
し
ら
れ
て
い
な
い
。

４
ロ
ー
急
患
〕
尻
少
目
Ｏ
脚
ロ
・
弓
○
○
名
沢
○
日
島
〉
骨
局
冒
の
ｇ
＆
国
９
．

Ⅱ
閃
箒
の
目
易
２
日
く
。
○
門
ぐ
○
房
目
冒
且
①
民
俗
博
物
館

ラ
イ
デ
ン
の
民
俗
博
物
館
に
は
シ
ー
ポ
ル
ト
、
プ
ロ
ム
ホ
フ
、
フ
ィ
ッ
セ
ル

の
各
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
か
ら
二
、
三
の
紹
介
。

１
ロ
ー
茜
罵
〕
桂
川
甫
賢
「
人
面
瘡
図
説
」
木
版
刷
二
点
。
う
ち
一
点

に
は
甫
賢
自
筆
に
よ
る
淡
彩
色
が
施
さ
れ
、
日
付
と
署
名
の
蘭
訳
が
付
記

さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
緒
方
洪
庵
の
オ
ラ
ン
ダ
語
学
関
係
の
著
書
の
一
つ
で
、
現
在
緒
方

富
雄
氏
所
蔵
本
が
唯
一
の
完
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
写
本
、
一
冊
、
竪

一
四
セ
ン
チ
横
二
○
セ
ン
チ
の
小
型
横
長
の
袋
と
じ
で
丁
数
二
一
丁
の
小
冊

子
で
あ
る
。
但
し
本
書
も
洪
庵
の
自
筆
で
は
な
く
後
年
緒
方
家
で
入
手
さ
れ

た
写
本
で
あ
る
、
と
い
う
。
伝
本
き
わ
め
て
少
な
く
、
杉
本
つ
と
む
博
士
が

そ
の
大
著
「
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
Ⅱ
の
中
に
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
東
京
大
学
付
属
図
書
館
に
「
客
窟
漫
筆
」
と
い
う
写
本
が
あ
り
、

そ
の
中
に
本
書
の
巻
首
の
部
分
が
九
丁
に
わ
た
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
他
に
図
書
総
目
録
に
よ
る
と
広
島
大
学
・
正
宗
文
庫
に
夫
を
一
本
を
有
す

る
が
前
者
は
焼
失
、
後
者
は
現
存
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、
本
書
は
オ
ラ
ン
ダ
の
品
詞
に

つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
詞
類
」
と
し
て
名
詞
・
陪
名
詞
・

数
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
冠
詞
・
前
詞
・
続
詞
・
感
詞
の
一
○
品
詞

の
あ
る
こ
と
を
説
き
、
次
い
で
夫
々
に
つ
い
て
そ
の
性
質
・
用
法
・
変
化
等

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
当
時
用
い
ら
れ
た
文
典
類
か
ら
訳
出

し
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
緒
方
家
本
の
表
紙
に
は
「
万
延
元
年
喜
多
山

祐
吉
先
生
所
贈
土
屋
裕
□
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
冒
頭
に
は
「
緒
方
章

公
裁
訳
述
」
と
あ
る
。
そ
の
他
に
成
立
の
年
次
な
ど
に
つ
い
て
手
掛
り
と
な

ｐ
ｏ
ｏ
８
目
⑤
昌
画
８
．
淡
彩
自
筆
の
小
森
桃
鳩
「
解
剖
図
」
で
あ
る
。

（
一
九
八
三
・
九
・
一
七
、
日
本
医
史
学
会
・
蘭
学
資
料
研
究
会
合
同

例
会
発
表
）

緒
方
家
本
「
和
蘭
詞
解
略
説
」
に
つ
い
て沼

田
次
郎
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る
も
の
が
な
く
、
成
立
の
年
次
は
判
ら
な
い
が
、
緒
方
家
で
は
、
洪
庵
が
若

く
し
て
坪
井
信
道
塾
で
研
鑛
を
積
ん
で
い
た
頃
の
著
訳
の
一
で
は
な
い
か
、

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

跡
見
玄
山
は
、
適
塾
姓
名
録
番
号
三
九
四
番
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

十
月
十
六
日
に
入
門
し
て
い
る
。
そ
の
略
歴
は
蘭
研
十
五
回
大
会
の
折
冨
安

広
次
氏
と
共
同
で
報
告
し
た
の
で
、
蘭
研
研
究
報
告
二
七
一
号
を
参
照
さ
れ

た
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
後
出
て
き
た
同
人
に
関
す
る
資
料
の
中
、
適
塾
と
関

連
の
あ
る
も
の
二
、
三
を
紹
介
す
る
（
史
料
コ
ピ
ー
配
布
）
。

一
、
玄
山
の
医
師
、
三
河
国
額
田
郡
本
宿
村
の
医
師
宇
都
野
龍
砿
よ
り
玄
山

宛
の
手
紙
、
安
政
四
年
三
月
十
二
日
付
（
読
翠
下
し
文
は
拙
稿
「
在
村
蘭
方

医
の
一
様
相
」
愛
知
大
学
文
学
論
叢
六
九
に
載
せ
て
あ
る
）
。

文
中
岩
崎
ま
た
は
俊
斎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
記
し
て
あ
り
、
同
人
を
玄

山
が
龍
碩
に
紹
介
し
た
手
紙
を
前
に
出
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
安

政
元
年
四
月
に
適
塾
に
入
門
し
た
薩
摩
藩
の
岩
崎
俊
斎
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
同
人
は
同
藩
の
他
の
二
人
と
共
に
、
青
木
周
弼
門
に
い
た
の
を
島
津
斎

彬
の
命
で
適
塾
に
移
っ
て
い
た
。
龍
碩
は
、
長
崎
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ

り
、
周
弼
は
出
府
の
途
次
、
東
海
道
に
面
し
て
い
る
龍
碩
宅
に
い
つ
も
立
寄

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
龍
碩
は
周
弼
に
蘭
方
医
学
の
示
教
を
受
け
て
い
た
よ

う
だ
。
籠
碩
と
周
弼
の
関
係
を
前
提
に
、
も
と
周
弼
門
に
い
た
岩
崎
の
事
を

知
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鎖
陰
の
治
療
法
に
つ
い
て
適
塾
に
新
工
夫
は

な
い
か
と
尋
ね
て
い
る
が
、
龍
碩
は
実
兄
や
従
兄
が
華
岡
門
下
で
あ
り
、
同

跡
見
玄
山
と
適
塾

田
崎
哲
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門
で
知
ら
れ
た
鎖
陰
の
手
術
法
に
つ
い
て
、
適
塾
入
門
前
に
華
岡
門
に
一
年

間
い
た
玄
山
の
華
岡
流
の
知
識
を
前
提
に
、
一
層
の
良
法
を
質
問
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
こ
の
頃
三
河
の
岡
崎
近
在
で
は
「
聖
京
堀
」
（
シ
ン
キ
ン
グ
、

流
行
性
感
冒
）
が
流
行
し
て
い
る
が
、
大
阪
で
も
同
様
と
聞
い
て
い
る
よ
う

で
大
流
行
が
う
か
が
え
る
。
な
お
玄
山
は
、
三
月
頃
帰
京
す
る
か
も
し
れ
な

い
旨
前
に
知
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

二
、
玄
山
か
ら
龍
碩
宛
の
手
紙
、
安
政
四
年
五
月
一
日
付
。
江
戸
か
ら
帰
郷

の
途
中
の
島
津
斎
彬
が
四
月
二
○
日
に
大
阪
に
着
き
、
岩
崎
俊
斎
を
呼
び
出

し
て
、
江
戸
に
行
く
よ
う
に
命
じ
た
の
で
、
岩
崎
の
他
二
人
が
五
月
一
日
出
立

し
た
。
玄
山
は
早
く
帰
郷
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
岩
崎
と
の
同
行
を
考
え
て

遅
ら
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
岩
崎
が
君
命
で
出
発
が
早
ま
り
、
玄
山
は
丁
度
風

邪
で
遅
れ
て
し
ま
っ
た
旨
報
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
大
村
益
次
郎
の
鳩
居
堂

の
門
人
籍
を
ゑ
る
と
、
五
月
二
六
日
の
と
こ
ろ
に
、
岩
崎
、
有
馬
洞
運
、
松

崎
鼎
甫
の
三
人
の
薩
藩
関
係
者
の
名
前
が
出
て
い
る
。
岩
崎
、
有
馬
は
周
弼

門
、
洪
庵
門
、
益
次
郎
門
と
君
命
で
動
い
て
お
り
、
よ
り
軍
事
科
学
的
な
方

向
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
と
み
ら
れ
、
薩
摩
藩
の
こ
の
段
階
で
洋
学
的
人
材
の

養
成
に
、
斎
彬
の
意
向
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
薩
摩
藩

の
洋
学
の
荷
い
手
の
中
、
中
堅
的
な
人
々
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
だ
け
に
、
こ
の
事
実
は
注
意
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
三
人
に
つ
い
て
は
わ

か
ら
な
い
。
松
崎
は
『
福
翁
自
伝
」
に
福
沢
が
長
崎
で
最
初
に
オ
ラ
ン
ダ
語

を
習
っ
た
人
物
と
し
て
出
て
お
り
、
さ
ら
に
適
塾
に
後
か
ら
は
い
っ
て
き
た

松
崎
に
福
沢
が
教
え
た
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
し
か
し
適
塾
入
門
は
松
崎
の

方
が
早
く
、
『
福
翁
自
伝
』
に
承
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
矛
盾
し
た
記
述
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
松
崎
は
村
医
の
子
弟
だ
が
、
藩
の
命
令
下
に
あ
っ
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